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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

Ｄ 0
心の教育を土台とし、人間性等の育成を図
る。

4

コロナ禍で工夫して行事や授業をされ、先生方のご苦労が忍
ばれます。変化に対応する力は大人側も否応なしに試されて
いるように思います。マスクをしていても通じる自己表現力を
培う取り組みが必要と思われます。
タブレットは記載されているとおりとても便利で休んだ際の連
絡事項を確認しやすくなりました。また、遅くまでメッセージの
やりとりやYouTubeを見てしまうことへの対策もとってくださり
ありがたいです。
タブレット端末が貸与され先生方も子供たちも使いこなされて
いる様子は素晴らしいと思います。オンライン授業はなかなか
意見をしづらいのかと想像していましたが逆に積極的に意見
できるとは意外でした。コミュニケーション能力とは人の話を
しっかり聞ける力だったり、調整する力も必要だと思いますの
で、更に発展されることを望みます。
オンラインで授業に参加できることはよいことだと思います。
学校公開もオンラインで定期的に実施していただけるようにな
れば、どのような取り組みをしているのか伝わるのではないか
と思います。
情報活用能力や社会の変化に対応する力は今まさに培われ
ていると感じます。タブレットを使用しての学習も去年よりも随
分進歩しているように思います。
今年度もコロナ禍のため学校へ行く機会もほとんど無かった
のでなんともコメントのしようがありません。家に居て子供たち
の元気な声が聞こえてくるのは先生方や家族の方たちが色々
に気をつけていらっしゃるからだと思います。
いじめにも関連しますが、人権教育の充実を望みます。また、
タブレットの有効な使い方について引き続き検討をお願いした
いと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 0

４：学校評価アンケート
「学校は　授業を工夫
し、個に応じた指導を
行っている」の満足度
の回答が９０％以上で
ある

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４：

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。
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算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

新型コロナウイルスへの感染拡大防止の
ため「新しい生活様式」を踏まえ、自己の健
康増進について主体的に取り組もうとする
意識の向上を図る。

4

　学校評価アンケートでは、95．5％が
肯定的な評価であり、大変高い評価を
いただくことができた。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、
学校公開を行うことができず、保護者の
皆様には大変申し訳ないこととなった。
子供たちの様子がわかるよう、ICTを活
用したり、ホームページにアップしたりす
るなどの工夫を行った。また、何より担
任が学習のノートなどにコメントを書き
込み返却することで、子供たちの学習
の様子を垣間見て安心していただけた
のではないかと思う。子供たちにとって
も励みになることで、学校での学習が楽
しく充実したものになっていると思われ
る。
　研修会への参加については、なかな
か現地会場に行くことはできなかった
が、オンラインで実施することが多く、参
加予定でなかった教員も一緒になって
校内で研修を積むことができ、授業改
善につなげた。校内研究では、互いに
授業を見合いながら行うことが定着し、
指導力向上への意欲が高まり、教育の
人的環境の向上を図ることができた。
　今後は、ICTを活用した授業構築力の
向上に向けた研修の充実を図る必要が
ある。

３：

２：

１：

4

4

　学校評価アンケートでは、94.0%が肯
定的な評価であった。
　新型コロナウイルス感染症の影響に
より、マスクをした子供同士で表情から
感情を読み合うことが困難になってい
る。また、行動を制限されることが多く、
いつも何かに気をつけ、我慢するような
日常生活となった。こうした学校生活
で、コミュニケーション不足やストレスも
あり、小さないじめ行為を行うことが見ら
れる。本人、友人、保護者、学校の全職
員からの情報で、そうした状況を早期発
見し早期対応・早期解決につなげること
ができている。
　新型コロナ感染症への感染不安など
から学校に登校できなくなる子供の数
が増加している。オンラインで授業に参
加することができるので、全く隔絶され
てしまうわけではないが、子供同士の生
身での関わりが減少することに危惧を
感じる。また、登校しぶりの子供も増え
つつあり、オンラインでつながれるから
学校には行かなくてもよいのだという意
識が生じてきているように思われる。
　こうした状況を踏まえ、「特別の教科
道徳」の授業の充実を、指導教諭を中
心となって図り、内容項目の学習だけで
なく、友人がどのような考えを持ってい
るのか、興味を持って聞こうとしたり、自
分との共通点や相違点に気づいたりす
る活動をとおして、人への理解を広げ、
よりよい人間関係が育まれるよう授業を
進めている。
　今後は、メンタルヘルスチェックの活
用やSCの活用、生活指導の充実を図
り、豊かな心を育成し充実した学校生活
が送れるようにしていく。
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１：

長引くマスク生活での懸念、ストレスによるいじめ行為、学校
に行けなくなるお子さんが増え登校しぶりなど予期されていた
ことではありますが心配です。地域での見守りが必要なお子
さんに個別のケアができたらと思います。
いじめについては身近には聞いていないが我が子も含め自分
のまわりでも登校しぶりのお子さんが多いことに気づき驚いて
います。話をカウンセラーさんや先生に聞いていただくだけで
も親子共に安心できるので、そのような機会をこれからも推進
していただけたらありがたいです。確かにオンラインでよいか
と自分でも思ってしまう反面、友達が減ってしまうのではない
か、このまま登校しなくなってしまうのではないかと不安を感じ
るためなるべく登校を促す様にしています。
子供たちだけではなく先生方もストレスを抱えていらっしゃると
思います。是非先生方のケアも専門家にお願いしたい。
オンラインの活用により新たな課題への対応も進めていること
がわかりました。一人一人に目を配り細やかな指導、支援をし
ていただいているのは、学校に相談し易い環境があるからで
はないかと思っています。
山王小学校の子供たちはきちんとあいさつができたりお礼が
言えたり社会性が身についていると感じます。子供から道徳
の授業の話を聞くと色々な考えがあったりそれを共有したりみ
んなで一緒に考えて行くことの大切さを感じます。
いじめを早期に発見して解決して行くのはとても大事だと思い
ますので、引き続きよろしくお願いします。一人一人が他人の
痛みを理解しいじめを許さないという気持ちをもつようになるこ
とを願います。

コロナ禍での現状を分析し体育の指導方法を修正したり、休
み時間の過ごし方の指導をされたのは素晴らしい。
環境が制限される中の学校現場のご苦労に感謝します。
コロナによる生活様式の変化や活動制限による体力低下は
確かにあると思います。でも、学校に行ったときに校庭で遊ん
だり体育をする子供たちはとても楽しそうで生き生きしていま
した。先生方の工夫のおかげだと思います。
児童数が多い中、色々な取り組みが大変だと思います。休み
時間の外遊びや体育の時間が体を動かす貴重な時間となっ
ておりますので引き続きよろしくお願いします。
コロナ禍での体力の低下はいた仕方ないと思います。スポー
ツに真剣に取り組んでいるアスリートたちを知ることもスポー
ツを楽しむことにつながっていると思いますので、オリンピック
開催はとてもよい機会だと思います。
校庭が新しくなって硬くなってしまったと聞き、また運動不足で
実際に怪我や骨折のお子さんが増えていると感じました。家
庭でも運動不足解消に努めたいです。
アンケート結果は少し低めの数値ですが学校の取り組み結果
と言うよりも現状の児童の様子に対しての満足度のように思
います。

実際に学校に伺う機会が減っている中で肯定的な評価を得ら
れたのは素晴らしいです。
学校公開がオンラインになったことは毎日の感染状況を見れ
ば仕方の無いことだと思っております。オンライン授業を受け
ていてクラスの様子や先生の対応を身近に見ることができて
ありがたいです。
オンラインをうまく利用して全体で研修を積めたのはとてもよ
かったと思います。指導力向上のために日々努力されている
ことに感謝いたします。
宿題を返却されたときにコメントなどがあり細かくチェックして
していただいているんだと思っています。子供も先生がしっか
り見てくれていると信頼を寄せています。授業公開においては
先日のオンライン参観がとてもよかったです。今後も配信をし
ていただきたいです。ＩＣＴを含めコロナ禍において先生方がと
ても熱心に教育活動に取り組まれ工夫されているなと感じま
した。
学校公開と道徳授業地区公開講座をオンライン開催していた
だきありがたかったです。保護者が居なかったので子供のリ
ラックスした様子が見られたと思います。
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一人一人の到達度を把握したきめ細かい指導がされていると
思います。
授業の方法も新しい機材を使って工夫されているようですが、
私たちの時代は手を使って書いたり声に出して読んだりしなさ
いと言われました。見るだけでなく体を使って学ぶことも大切
だと思います。
先日のオンラインでの学校公開の様子を見て子供たちがとて
も意欲的に学習に取り組んでいると感じました。自分で考える
こと、友達の意見を聞くこと、考えたことを話し合ってまとめる
こと、それを発表することなど、色々なことを学ばせてもらって
いると思います。
算数の補習がほぼ毎週ありとてもありがたいと感じています。
家庭での学習において、タブレットドリルを活用している子して
いない子がそれぞれどれくらいいるのか気になります。
ＩＣＴを個々に使いこなしたり、主体的に学習を進められたりす
ることはすごいと思います。もっと上を目指せる子供にはそれ
なりの環境が整うとよいと思います。

　学校評価アンケートでは、91.0％が
肯定的な評価であった。
　今年度も新型コロナウイルス感染
症の影響で学習環境にも制約が多
い。「主体的・対話的で深い学び」を
意識し、児童同士がコミュニケション
を進めながら学習を進めてきたが、
話し合い自体が行えない場合もあっ
た。しかし、ICTの活用でこれまで以
上の交流をしながら授業を進められ
るようになってきた。
　基礎基本の定着にも、ICTを使用し
た学習ができるようになり、自分の
ペースでドリル学習を進めたり、発展
的な学習を主体的に進めることもで
きるようになってきた。
　今後は、更なる授業改善に努め、
多様な学習形態で、思考力・判断力・
表現力、学びに向かう力の育成に向
けた授業の工夫に務める必要があ
る。
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Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

4

4

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

生活指導の３要素（共感性・自己肯定感・
自己決定）に向け、対話によって児童に寄
り添い、組織としての指導を行っている。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

指導力向上のために、研究授業や授業公
開を積極的に行い、組織として相互に研鑽
を深める。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

基礎・基本の定着を図るとともに、「主体
的・対話的で深い学び」ﾞを意識した学習方
法を取り入れ、思考力・判断力・表現力、学
びに向かう力の育成に向けた授業の工夫
をしている。

１：１：学校評価アンケート
「子供は　勉強が分か
り基礎的・基本的な学
習内容を身に付けてい
る」の満足度の回答が
８０％未満である

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

4

３：学校評価アンケート
「子供は　きまりを守る
社会性が身に付いてい
る」の満足度の回答が
８５％以上である

「見える対応、素早い対応、チームで対応」を合
言葉に、保護者・地域からの要望に誠意をもっ
て組織的に対応する。

4

3

２：

１：

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

4

４：学校評価アンケート
「子供は　きまりを守る
社会性が身に付いてい
る」の満足度の回答が
９０％以上である

コロナ禍の中でのできる限りのことをしていただきありがたく
思います。「校長室から」は学校の様子がよくわかりよいと思
います。地域教育連絡協議会をオンラインで行ってもよいので
はないでしょうか。
なかなか学校に行ける機会がない中、校長先生のホームペー
ジ更新のおかげで子供たちの様子を知ることができとてもあり
がたいです。先日のオンライン学校公開もこういうやり方があ
るのだなと感じました。できることがどんどん増えているなと思
います。
学校ホームページでの活動の様子は保護者にとってとてもあ
りがたいものであり感謝いたします。
校長先生ご自身からの発信はとても影響力があると思うので
今後も続けていただきたく思います。地域との関わりを大切に
お考えいただけるのはありがたく思います。
コロナウイルスの感染状況について誰というのはもちろん知る
必要は無く自分がなったときも情報が出ないのはありがたい
のですが、学年だけでもわかると気をつけて子供にも注意喚
起できると思います。難しいとは思いますが、ご検討いただけ
たら幸いです。
ホームページで学校の様子を伺うことができ楽しみでした。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　学校評価アンケートでは、94.4％が
肯定的な評価であった。
 　今年度も、新型コロナウイルス感
染症の影響により、これまで毎年継
続して実施してきた保護者や地域と
連携した取り組みのほとんどを行うこ
とができなかった。しかしながら、感
染状況を注視しながら、感染状況が
改善された時期を捉えて、これまでに
ない全く新しい取り組みを行うことが
できた。集まらなくてもオンラインでつ
ながることができるため、場所の制約
がなく、時間に都合をつけて会議に
参加することができ、地域や保護者
の方々とも連携を維持することがで
き、学校が一方的に進めていくような
ことにならずに行えた。
　９月以降、学校ホームページ「校長
室から」により教育活動の様子につ
いて毎日更新し、リアルタイムで情報
を発信してきた。
　今後は、新型コロナ感染症が落ち
着き、子供たちの活動がこれまで以
上に行えることを願いながら、できる
ことを模索し、伝統とともに新たな取
り組みにも挑んでいきたいと考える。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

３：

4
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大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　開校９６年目を迎える本校は「山王ブランド」というべく歴史と伝統に支えられた学校である。地域、保護者とも学校に対し高い期待や理想像をもっているため、丁寧かつ迅速な説明と対応が求められる。相手意識をもち、学校の対応が可視化できる教師集団を目指す。また、新学習指導要
領のキーワードである「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業を実践することにより、これまで経験したことのない課題に主体的に対応し最適解を見い出すことのできる児童を育成する。引き続き感染症対応が必須となる年となるため、教職員には前例のない柔軟性のある
発想を求め、それらを可能な限り実現させることにより、問題解決力を高める。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

0

8

1

学校関係者記入欄

9

0

9

0

Ａ

Ｄ

目標に対する成果指標

２：

４：

0

4

0

　今年度も新型コロナウイルス感染症の影
響により学校公開を実施することができな
かった。そのため、成果指標となる学校評
価アンケートの項目について回答を得るこ
とができなかった。
　今年度も新型コロナウイルス感染症の影
響で制約の多い中での学習が続いてい
る。しかし、昨年度末からタブレット端末が
大田区より児童一人一人に貸与され、新
たな文房具として活用できるようになった。
時々使うものではなく日常どの授業におい
ても使う、ノートや鉛筆と同類のものとして
使用することを目標としている。貸与当初
は、教師も子供も恐る恐るそっと使う様子
ではあったが、間もなく１年が経過しようと
する現在では、多様な使用方法を身につ
け、中高学年の子供では、使い方を主体
的に考え扱うようになってきている。また、
オンラインでの授業にも使い、学校を休ん
でいる時にでも、タブレットを使い学校の授
業に参加し、説明を聞き発言をすることが
できている。授業で使用する教材（資料）が
黒板にあるのではなく、自分のタブレットに
あり主体的に資料を活用することができ
る。更に、発言を教師の指名を待たず
チャット等に書き込むことができ、何倍もの
意見を短時間で共有することができる。声
で発言することは恥ずかしくて苦手だった
子も、のびのびと積極的に意見を発表する
こともできている。
　一方、実際に物を手に取り、声を発し、体
を動かす学習形態にも工夫をし、この新型
コロナ感染症の影響下での可能な限り充
実した学習を行っている。
　心と体は一体であり、子供たちにとっては
特に体を動かすことが心の安定や、学習
意欲の向上につながるため、座学だけでな

Ａ 9

１：

9

Ｂ

３：

２：

４：

４：

３：

２：

２：

１：

B

　学校評価アンケートでは、88.7%が肯
定的な評価であった。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症
の影響が2年目となり、児童の体力・運
動機能の低下がみられた。また、運動
経験の減少によると思われる怪我の発
生が多発した。これまででは怪我をしな
かったような運動でも怪我をしてしまうと
いう現状を踏まえ、これまでの指導目標
や指導内容を検討し直し、子供たちの
実態に即した体育を行うようにした。休
み時間は、できるだけ教室を出て体を
動かす遊びを奨励した。
　給食時間の黙食も日常となり、たとえ
学級内で新型コロナ陽性の児童が確認
されても、学級内では誰も濃厚接触者
には該当しない生活様式を身につけ
た。黙食のため食べることに集中し、量
も多く食べるようになった。
　今後も主体的な健康増進への取り組
みを行えるよう働きかけていく。
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３：学校評価アンケート
「学校は　授業を工夫
し、個に応じた指導を
行っている」の満足度
の回答が８５％以上で
ある

２：学校評価アンケート
「学校は　授業を工夫
し、個に応じた指導を
行っている」の満足度
の回答が８０％以上で
ある

１：学校評価アンケート
「学校は　授業を工夫
し、個に応じた指導を
行っている」の満足度
の回答が８０％未満で
ある

４：学校評価アンケート
「子供は　勉強が分か
り基礎的・基本的な学
習内容を身に付けてい
る」の満足度の回答が
９０％以上である

３：学校評価アンケート
「子供は　勉強が分か
り基礎的・基本的な学
習内容を身に付けてい
る」の満足度の回答が
８５％以上である

２：学校評価アンケート
「子供は　勉強が分か
り基礎的・基本的な学
習内容を身に付けてい
る」の満足度の回答が
８０％以上である

２：学校評価アンケート
「子供は　きまりを守る
社会性が身に付いてい
る」の満足度の回答が
８０％以上である

１：学校評価アンケート
「子供は　きまりを守る
社会性が身に付いてい
る」の満足度の回答が
８０％未満である

４：学校評価アンケート
「学校は　体育の授業を工
夫して行ったり基礎体力づ
くりを行ったりしている」の
満足度の回答が９０％以
上である
３：学校評価アンケート
「学校は　体育の授業を工
夫して行ったり基礎体力づ
くりを行ったりしている」の
満足度の回答が８５％以
上である

４：学校評価アンケート
「学校は　教育活動の内容
を手紙やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで、学
校の情報や子供たちの様
子を伝えている」の満足度
の回答が９０％以上である

３：学校評価アンケート
「学校は　教育活動の内容
を手紙やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで、学
校の情報や子供たちの様
子を伝えている」の満足度
の回答が８５％以上である

２：学校評価アンケート
「学校は　教育活動の内容
を手紙やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで、学
校の情報や子供たちの様
子を伝えている」の満足度
の回答が８０％以上である

１：学校評価アンケート
「学校は　教育活動の内容
を手紙やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで、学
校の情報や子供たちの様
子を伝えている」の満足度
の回答が８０％未満である

２：学校評価アンケート
「学校は　体育の授業を工
夫して行ったり基礎体力づ
くりを行ったりしている」の
満足度の回答が８０％以
上である
１：学校評価アンケート
「学校は　体育の授業を工
夫して行ったり基礎体力づ
くりを行ったりしている」の
満足度の回答が８０％未
満である
４：学校評価アンケート
「学校の教職員は、協
力して教育活動に熱心
に取り組んでいる」の
満足度の回答が９０％
以上である

３：学校評価アンケート
「学校の教職員は、協
力して教育活動に熱心
に取り組んでいる」の
満足度の回答が８５％
以上である

２：学校評価アンケート
「学校の教職員は、協
力して教育活動に熱心
に取り組んでいる」の
満足度の回答が８０％
以上である

１：学校評価アンケート
「学校の教職員は、協
力して教育活動に熱心
に取り組んでいる」の
満足度の回答が８０％
未満である


